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初
め
に
、
司
会
の
先
導
に
よ
り
幽
明
界
を
異
に
さ
れ
ま
し
た
諸
先
生

の
御
霊
に
対
し
、
黙
祷
を
捧
げ
、
次
い
で
加
納
誠
旺
理
事
の
先
導
に
よ

る
国
歌
斉
唱
、
西
村
夕
城
理
事
の
先
導
に
よ
る
会
歌
合
吟
、
西
脇
柳
蜻

理
事
の
発
声
に
よ
る
巻
頭
言
唱
和
が
礼
節
を
持
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
内
邦
照
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、
司
会
者
よ
り
、
代

議
員
総
数
１
８
０
名
。
内
出
席
１
３
９
名
、
委
任
状
28
名
、
合
計
１
６

７
名
に
よ
り
総
会
成
立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
藏
哲
皚
会
長
の
挨
拶
後
、
古
賀
千
翔
議
長
、
谷
寛
心
副
議
長
が
選

任
さ
れ
、
書
記
に
は
、
氏
原
容
石
・
池
畑
峰
典
代
議
員
、
議
事
録
署
名

人
に
は
、
武
田
瑛
山
・
大
石
高
堂
代
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
事
は
次
の
５
件
で
す
。

第
１
号
議
案　

平
成
29
年
度
事
業
報
告

　

議
案
説
明
者　

古
田
壮
彪　

副
会
長

第
２
号
議
案　

平
成
29
年
度
決
算
報
告

　

議
案
説
明
者　

山
内
邦
照　

副
会
長

第
３
号
議
案　

平
成
29
年
度
監
査
報
告

　

監
査
報
告　
　

向
山
滄
洲　

監
事

　
　
　
　
　
　
　

室
屋
鷺
幽　

監
事

第
４
号
議
案　
役
員
報
酬
年
額
承
認
の
件

　

議
案
説
明
者　

古
田
壮
彪　

副
会
長

　

平
成
30
年
６
月
２
日(

土) 

午
後
１
時
よ
り
兵
庫

県
尼
崎
市
の
「
エ
ー
リ
ッ
ク 

多
目
的
ホ
ー
ル
」
に

お
い
て
公
益
社
団
法
人 

関
西
吟
詩
文
化
協
会
第
７

回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
取
鷲
照
・
木
村
虹
伸
両
理
事
の
司
会
で
、
定

刻
に
開
会
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

公益社団法人 関西吟詩文化協会
第７回総会開催

公益社団法人 関西吟詩文化協会
第７回総会開催
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平
成
30
年
度
基
本
方
針

会　

訓

「
一
生
初
心
」

ス
ロ
ー
ガ
ン

 

温
故
新
生
（
視
座
を
か
え
て
！
）

 

１
．
公
益
目
的
事
業

　

公
益
目
的
１

伝
統
芸
能
で
あ
る
詩
歌
吟
詠
の
普
及
推
進
事
業

　
（
１
）
吟
詠
普
及
推
進
吟
詠
大
会
（
一
般
来
聴
公
募
）

　
（
２
）
各
公
認
団
体
等
の
記
念
大
会
等
へ
の
後
援

　
（
３
）
吟
詠
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

　
（
４
）
吟
詠
普
及
啓
発
活
動
助
成
事
業

　
（
５
）
全
国
青
年
部
吟
詠
大
会
（
一
般
来
聴
公
募
）

　
（
６
）
電
磁
的
広
報
・
機
関
誌
発
行

　
（
７
）
教
本
発
行
（
一
般
販
売
）

　
（
８
）
海
外
移
動
教
室
の
開
講

第
５
号
議
案　

定
款
細
則
改
訂
の
件

　

議
案
説
明
者　

古
田
壮
彪　

副
会
長

　

第
１
号
議
案
か
ら
５
号
議
案
ま
で
、
議

案
に
対
す
る
詳
細
な
説
明
も
含
め
、
１
議

案
ご
と
に
採
決
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案　
　

賛
成　

起
立
多
数

　

原
案
通
り
可
決

　

第
２
号
議
案　
　

賛
成　

起
立
多
数

　

原
案
通
り
可
決

　

第
３
号
議
案　
　

賛
成　

起
立
多
数

　

原
案
通
り
可
決

　

第
４
号
議
案　
　

賛
成　

起
立
多
数　

原
案
通
り
可
決

　

第
５
号
議
案　
　

賛
成　

起
立
多
数　

原
案
通
り
可
決

 

報
告
事
項　

１　

平
成
30
年
度　

事
業
計
画　

　
　
　

説
明
者　

稲
田
菖
胤　

副
会
長

２　

平
成
30
年
度
予
算

　
　
　

説
明
者　

山
内
邦
照　

副
会
長

３　

本
部
会
館
改
修
工
事
の
報
告

　
　
　

説
明
者　

稲
田
菖
胤　

副
会
長
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報
告
事
項
１
・
２
・
３
の
質
問
を
受
け
た
後
、
議
長
よ
り
、
総
会
の

議
案
は
、
全
て
終
了
し
総
会
終
了
宣
言
が
な
さ
れ
た
。

　

地
藏
哲
皚
会
長
か
ら
平
成
30
年
度
の
、
ゴ
ー
ル
ド
公
認
会
・
公
認
会

が
そ
れ
ぞ
れ
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
老
・
相
談
役
・
参
与
の
委
嘱
状
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

元
老
を
代
表
し
て
、
元
老　

伊
東
鷺
伸
先
生
の
挨
拶
の
あ
と
、
稲
田
菖

胤
副
会
長
が
、
総
会
出
席
者
の
労
を
労
い
今
後
の
運
営
に
、
皆
様
方
の

絶
大
な
る
ご
協
力
を
願
っ
て
閉
会
の
挨
拶
と
し
ま
し
た
。

　

芳
倉
清
峰
元
老
か
ら
、
関
西
吟
詩
の
今
後
の
活
躍
・
発
展
を
込
め
、

全
員
で
声
高
ら
か
に
万
歳
三
唱
を
お
こ
な
っ
た
。

　

以
上
で
、
予
定
の
案
件
は
全
て
終
了
し
、
平
成
30
年
度 

公
益
社
団
法

人 

関
西
吟
詩
文
化
協
会 

第
７
回
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
初
め
て
の
懇
談
会
が
持
た
れ
、
視
座
を
変
え
た
前
向
き
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

広
報
局
広
報
部

　
（
９
）
国
内
移
動
教
室
の
開
講

　
（
10
）
災
害
復
興
支
援
活
動
の
実
施

　

公
益
目
的
２

詩
歌
吟
詠
の
技
術
向
上
を
図
り
継
承
発
展
に
寄
与
す
る
事
業

　
（
１
）
競
吟
大
会
の
開
催
（
一
般
来
聴
歓
迎
）

　
（
２
）
昇
段
試
験
、
昇
格
試
験
及
び
研
修
会
の
実
施

　
（
３
）
研
修
会
の
開
催

　
（
４
）
研
究
会

　
（
５
）
部
会
・
委
員
会

　
（
６
）
委
員
会

 

２
．
収
益
事
業

　

収
益
１　

主
と
し
て
会
員
向
け
に
教
材
等
を
頒
布
す
る
事
業

　

収
益
２　

吟
詠
の
技
量
審
査
に
よ
る
段
位
認
定
並
び
に
資
格
認
定
合
格

　
　
　
　
　

者
に
認
定
証（
許
證
）
を
交
付
す
る
事
業

 

３
．
相
互
扶
助
事
業

　

そ
の
他
１　

宮
崎
東
明
回
忌
法
要
及
び
詩
吟
関
係
の
功
労
者
等
顕
彰
事
業

 

４
．
そ
の
他
の
事
業　

当
協
会
の
事
業
目
的
達
成
を
円
滑
に
推
進
す
る
事
業 


